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平成２７年１１月２６日 

フコクしんらい生命保険株式会社 

 
平成２７年度第２四半期（上半期）報告のお知らせ 

 

フコクしんらい生命保険株式会社（本社：東京都新宿区西新宿８-１７-１、社長：山本 幹男）の 

平成２７年度第２四半期（上半期）の業績をお知らせします。 

※資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月３０日」を表しております。 

 

 

１．業績の状況＜個人保険分野（個人保険と個人年金保険の合計）＞ 

［契約高（保険金ベースの指標）］ 

新契約高は、金融機関における一時払終身保険の販売が増加したため、前年同期比 

１０７.７％の１，３０５億円と前年度に引き続き伸展しました。また、新契約高が解約・失

効契約高などの減少契約高を引き続き上回ったことから、保有契約高は前年度末比 

１０３.２％の２兆４，９５１億円と堅調に増加しました。 

［年換算保険料（保険料ベースの指標）］ 

新契約年換算保険料は前年同期比１０９.４％の７６億円、保有契約年換算保険料は前年度

末比１０３.０％の１,６２５億円となりました。 

 

２．損益の状況 

保険本業の期間収益を示す基礎利益は１２億円となりました。また、経常利益は１１億円、

中間純利益は５億円となりました。 

 

３．ソルベンシー・マージン比率 

保険金等の支払能力の状況を示すソルベンシー・マージン比率は、６０９.６％と引き続き

十分な水準を維持しています。 

 

 

 

 

 

≪当社の格付≫ 保険金支払能力格付：Ａ＋ ［日本格付研究所(JCR) 平成 27年 11月 1日現在］ 

主要業績の概況 
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１．主要業績

（１）保有契約高、新契約高及び解約･失効契約高

①保有契約高
（単位：千件、億円、％）

前年度末比 前年度末比 前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 191 112.9 10,083 108.2 203 106.4 10,594 105.1 

個 人 年 金 保 険 378 106.8 14,099 104.6 388 102.7 14,357 101.8 

570 108.8 24,182 106.1 592 103.9 24,951 103.2 

- - 4,379 87.9 - - 4,430 101.2 

（注） 個人年金保険の金額は、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を

合計したものです。

②新契約高
（単位：千件、億円、％）

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比

個 人 保 険 14 195.9 675 198.5 675 198.5 - - 

個 人 年 金 保 険 16 178.9 535 156.2 535 156.2 - - 

31 186.4 1,211 177.3 1,211 177.3 - - 

- - - - - - - - 

前年同期比 前年同期比 前年同期比 前年同期比

個 人 保 険 15 107.5 768 113.8 768 113.8 - - 

個 人 年 金 保 険 16 96.4 536 100.1 536 100.1 - - 

32 101.5 1,305 107.7 1,305 107.7 - - 

- - - - - - - - 

（注） 個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

③解約・失効契約高（個人保険＋個人年金保険）
（単位：億円、％）

前年同期比 前年同期比

394 116.8 383 97.1 

1.73 0.18 1.59  △ 0.14 

（注） １．失効後復活契約を失効と相殺せずに算出しています。

２．解約・失効率の前年同期比には増減ポイントを記載しています。

解 約 ・ 失 効 率

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

区　　分
平成２６年度

第２四半期（上半期）
平成２７年度

第２四半期（上半期）

解 約 ・ 失 効 契 約 高

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

平成２７年度
第２四半期（上半期）

新契約＋転換による純増加 新契約 転換による純増加

件　数 金　額 金　額 金　額

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

平成２６年度
第２四半期（上半期）

新契約＋転換による純増加 新契約 転換による純増加

件　数 金　額 金　額 金　額

区　　分
平成２６年度末

平成２７年度
第２四半期（上半期）末

件　数 金　額 件　数 金　額
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（２）年換算保険料                           　　　　　　　　　

①保有契約

（単位：百万円、％）

前年度末比 前年度末比

33,816 116.1 37,047 109.6 

123,993 103.6 125,513 101.2 

157,810 106.1 162,560 103.0 

うち医療保障・生前給付保障等 1,692 98.8 1,681 99.3 

②新契約

（単位：百万円、％）

前年同期比 前年同期比

2,868 250.8 3,805 132.7 

4,141 168.8 3,860 93.2 

7,010 194.8 7,665 109.4 

うち医療保障・生前給付保障等 53 113.1 39 74.3 

（注） １．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたり

　　の保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障

　　給付（特定疾病給付等）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

（３）主要収支項目
（単位：百万円、％）

前年同期比 前年同期比

75,336 220.2 85,101 113.0 

11,821 93.7 12,049 101.9 

29,627 137.3 31,824 107.4 

13 108.1 10 81.0 

1,462 49.9 1,174 80.3 

711 42.2 540 75.9 

（４）総資産
（単位：百万円、％）

前年度末比 前年度末比

1,743,220 106.9 1,802,501 103.4 

個 人 年 金 保 険

合 計

平成２７年度
第２四半期（上半期）末区　　分

平成２６年度末

個 人 保 険

平成２６年度末
平成２７年度

第２四半期(上半期)末

保 険 料 等 収 入

資 産 運 用 収 益

平成２６年度
第２四半期（上半期）

平成２７年度
第２四半期（上半期）区　　分

区　　分
平成２６年度

第２四半期(上半期)
平成２７年度

第２四半期(上半期)

個 人 保 険

個 人 年 金 保 険

合 計

総 資 産

経 常 利 益

中 間 純 利 益

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 費 用

区　　分
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２．平成２７年度第２四半期（上半期）の一般勘定資産の運用状況

（１）運用環境

（２）運用方針

（３）運用実績の概況

 

平成２７年度上半期のわが国経済は、日経平均株価が約１８年半ぶりの高値水準にまで達するな

どの明るい材料も見受けられたものの、４－６月期実質ＧＤＰ成長率がマイナスになるなど日本経

済は足踏み状態にとどまりました。 

    国内株式については、日経平均は１９，１００円台での取引開始となりました。企業決算に対

する期待などから株価は４月中旬に終値で２０，０００円の大台を回復しました。大幅な円安の

進行などを受けて株式市場はそれ以降も好調な推移を続け、６月には約１８年半ぶりの高値水準

を記録しました。しかし、その後は中国経済に対する懸念、原油安などを材料に株価は調整し、

８月には１７,７００円台まで下落しました。９月以降も株価は日中の値幅が１，０００円を超え

る日もあるなど乱高下を続け、上半期末は１７,３００円台で取引を終えました。 

    長期金利については、１０年国債利回りは０．４％台前半で取引を開始しましたが、ギリシャ

債務問題を巡る不透明感の高まりなどを受けて４月下旬には０．２％台後半まで低下しました。

その後はギリシャ問題の進展や米国の早期利上げ観測などを背景に、長期金利は５月に０．４％

台後半まで反発しました。６月には米独の国債金利上昇に影響され、１０年国債は０．５％台半

ばまで上昇しました。しかし、その後は中国経済に対する懸念の高まりが世界的なリスク回避姿

勢を促し、債券は買い進まれる展開となり長期金利は８月に０．３％台半ばまで低下しました。

９月には米国の利上げ見送りが決定され、上半期末は０．３５％で取引を終了しました。 

    円相場については、１ドル１２０円台で取引を開始しました。５月中旬までは大きく水準を変

えることなく推移していましたが、米国連邦準備制度理事会の議長が年内の利上げに言及したこ

ともあり急激にドル高が進行し、６月には２００２年１２月以来の１ドル１２５円台を記録しま

した。しかし、その直後には日本銀行総裁による為替水準に関する言及などにより１２２円台ま

で円が買い戻されました。その後は中国の中央銀行による人民元中心レートの突然の切り下げや

原油安などにより世界経済の先行き不安が高まり、円は更に買い進まれ８月には一時１１６円台

となりました。中国経済に対する過度な懸念がその後落ち着きをみせたことにより円高基調は後

退し、上半期末は１ドル１１９円台の水準となりました。 

 

資金の性格に鑑み、安全性を基本としつつ、長期、安定的な収益を確保できる資産構築を目指し、

国内公社債への投資を軸とした運用方針としています。 

市場動向や販売商品の特性を考慮し、外貨建資産については投資を控えています。 

金融環境の変化に対応し、効率的運用を行うと同時に、資産の健全性向上を図ります。 

 

平成２７年度上半期末の一般勘定資産（総資産）は、前年度末から５９２億円増加し、 

１兆８,０２５億円となりました。主な内訳は公社債の１兆７,３２６億円で、総資産構成比 

９６.１％であります。 

資産運用収益は、利息及び配当金等収入が１２０億円、収益全体では１２０億円となりました。

一方、資産運用費用は１０百万円となり、資産運用収支は１２０億円となりました。 

含み損益（時価と帳簿価額との差損益）は、１,４６０億円（内訳は公社債の１,４５８億円、

株式の１億円、その他の証券の１億円）となりました。 
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３．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成
（単位：百万円、％）

金　額 占　率 金　額 占　率

52,338 3.0 55,932 3.1 
- - - - 
- - - - 
- - - - 
- - - - 
- - - - 

1,677,441 96.2 1,733,136 96.2 
1,676,939 96.2 1,732,672 96.1 

215 0.0 199 0.0 
- - - - 

公 社 債 - - - - 
株 式 等 - - - - 

287 0.0 264 0.0 
3,393 0.2 3,335 0.2 

91 0.0 109 0.0 
510 0.0 540 0.0 

9,444 0.5 9,447 0.5 
 △  0  △  0.0  △  0  △  0.0 

1,743,220 100.0 1,802,501 100.0 
- - - - 

（２）資産の増減

（単位：百万円）

公 社 債

株 式 等

う ち 外 貨 建 資 産 - - 

貸 倒 引 当 金  △  0  △  0 
合 計 52,810 59,281 

繰 延 税 金 資 産  △  386 29 
そ の 他 116 3 

貸 付 金 16  △  57 
不 動 産 0 17 

- - 
- - 

そ の 他 の 証 券 23  △  22 

株 式  △  11  △  16 
外 国 証 券 - - 

有 価 証 券 51,743 55,695 
公 社 債 51,732 55,733 

商 品 有 価 証 券 - - 
金 銭 の 信 託 - - 

債券貸借取引支払保証金 - - 
買 入 金 銭 債 権 - - 

平成２７年度
第２四半期(上半期)

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ 1,319 3,593 
買 現 先 勘 定 - - 

平成２６年度
第２四半期(上半期)

そ の 他

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

区　　　分

繰 延 税 金 資 産

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

不 動 産

買 現 先 勘 定

区　　　分
平成２６年度末

平成２７年度
第２四半期(上半期)末

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ
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（３）資産運用収益
（単位：百万円）

平成２６年度
第２四半期(上半期)

平成２７年度
第２四半期(上半期)

11,678 12,022 

預 貯 金 利 息 - - 

有価証券利息・配当金 11,617 11,962 

貸 付 金 利 息 60 59 

不 動 産 賃 貸 料 - - 

そ の 他 利 息 配 当 金 - - 

- - 

- - 

- - 

143 27 

国 債 等 債 券 売 却 益 138 27 

株 式 等 売 却 益 5 - 

外 国 証 券 売 却 益 - - 

そ の 他 - - 

- - 

- - 

- - 

- - 

- - 

11,821 12,049 

（４）資産運用費用
（単位：百万円）

平成２６年度
第２四半期(上半期)

平成２７年度
第２四半期(上半期)

8 5 

- - 

- - 

- - 

- - 

国 債 等 債 券 売 却 損 - - 

株 式 等 売 却 損 - - 

外 国 証 券 売 却 損 - - 

そ の 他 - - 

- - 

国 債 等 債 券 評 価 損 - - 

株 式 等 評 価 損 - - 

外 国 証 券 評 価 損 - - 

そ の 他 - - 

- - 

- - 

- - 

0 0 

- - 

- - 

5 5 

13 10 

（５）資産運用収支
（単位：百万円）

平成２６度
第２四半期(上半期)

平成２７年度
第２四半期(上半期)

11,808 12,038 

賃貸用不動産等減価償却費

そ の 他 運 用 費 用

合 計

区　　　分

資 産 運 用 関 係 収 支

貸 付 金 償 却

区　　　分

支 払 利 息

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売買目的有価証券運用損

有 価 証 券 売 却 損

有 価 証 券 評 価 損

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

合 計

区　　　分

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売買目的有価証券運用益

有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

そ の 他 運 用 収 益
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 （６）売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

 （７）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）
（単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

466,198 527,650 61,451 61,723 271 467,148 528,394 61,245 61,623 378 

908,919 983,610 74,690 75,040 350 961,912 1,036,769 74,856 74,935 78 

- - - - - - - - - - 

292,531 302,322 9,791 9,876 85 294,157 304,075 9,917 9,919 1 

292,281 301,820 9,538 9,623 85 293,908 303,611 9,703 9,704 1 

93 215 122 122 - 93 199 105 105 - 

- - - - - - - - - - 

公 社 債 - - - - - - - - - - 

株 式 等 - - - - - - - - - - 

156 287 131 131 - 156 264 108 108 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

1,667,649 1,813,583 145,933 146,641 707 1,723,218 1,869,238 146,019 146,478 459 

1,667,400 1,813,081 145,680 146,388 707 1,722,969 1,868,774 145,805 146,264 459 

93 215 122 122 - 93 199 105 105 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

156 287 131 131 - 156 264 108 108 - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - 

（注）本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。

（単位：百万円）

 （８）金銭の信託の時価情報

該当ありません。

そ の 他 - -

合　　計 - -

　非上場外国株式（店頭売買株式を除く） - -

非 上 場 外 国 債 券 - -

そ の 他 有 価 証 券 - -

　非上場国内株式（店頭売買株式を除く） - -

責 任 準 備 金 対 応 債 券 - -

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式 - -

非 上 場 外 国 債 券 - -

そ の 他 - -

満 期 保 有 目 的 の 債 券 - -

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

区　　分 平成２６年度末
平成２７年度

第２四半期（上半期）末

株 式

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

合 計

公 社 債

区　　分
平成２６年度末

平成２７年度
第２四半期（上半期）末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価
差損益
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４．中間貸借対照表
（単位：百万円）

期　別

科　目

52,338 55,932 

1,677,441 1,733,136 

（ 857,675 ） （ 896,258 ）

（ 378,708 ） （ 390,019 ）

（ 440,554 ） （ 446,394 ）

（ 215 ） （ 199 ）

3,393 3,335 

3,393 3,335 

211 223 

3,263 3,243 

4 1 

2 1 

6,054 6,086 

510 540 

 △  0  △  0 

1,743,220 1,802,501 

1,688,473 1,746,441 

2,196 2,568 

1,685,569 1,743,306 

707 565 

377 349 

14 36 

3,477 4,000 

805 293 

1,206 947 

22 26 

1,444 2,733 

1 2 

8,643 8,815 

8,643 8,815 

1,700,988 1,759,645 

20,499 20,499 

10,499 10,499 

10,499 10,499 

4,223 4,764 

4,223 4,764 

繰 越 利 益 剰 余 金 4,223 4,764 

35,223 35,763 

7,008 7,092 

7,008 7,092 

42,232 42,856 

1,743,220 1,802,501 

有 価 証 券

平成２６年度末
要約貸借対照表

平成２７年度
中間会計期間末

（平成２７年３月３１日現在） （平成２７年９月３０日現在）

金額 金額

（資産の部）
現 金 及 び 預 貯 金

無 形 固 定 資 産

（ う ち 国 債 ）
（ う ち 地 方 債 ）
（ う ち 社 債 ）
（ う ち 株 式 ）

貸 付 金
保 険 約 款 貸 付

有 形 固 定 資 産

代 理 店 貸
再 保 険 貸
そ の 他 資 産

そ の 他 負 債

繰 延 税 金 資 産
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計

（負債の部）
保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金
責 任 準 備 金
契 約 者 配 当 準 備 金

代 理 店 借
再 保 険 借

未 払 法 人 税 等
リ ー ス 債 務
資 産 除 去 債 務
そ の 他 の 負 債

退 職 給 付 引 当 金
特 別 法 上 の 準 備 金

価 格 変 動 準 備 金

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

負 債 の 部 合 計
（純資産の部）

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計
その他 有価証券評価差 額金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
純 資 産 の 部 合 計
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５．中間損益計算書
（単位：百万円）

科　目

87,314 97,450 

75,336 85,101 

（ 75,263 ） （ 85,027 ）

11,821 12,049 

（ 11,678 ） （ 12,022 ）

（ 143 ） （ 27 ）

156 299 

85,851 96,276 

29,627 31,824 

（ 2,069 ） （ 2,236 ）

（ 348 ） （ 539 ）

（ 4,930 ） （ 5,161 ）

（ 22,151 ） （ 23,768 ）

（ 50 ） （ 41 ）

50,254 58,110 

116 372 

50,137 57,737 

0 0 

13 10 

（ 8 ） （ 5 ）

4,733 5,059 

1,222 1,272 

1,462 1,174 

161 172 

0 0 

161 172 

161 172 

267 239 

1,034 762 

480 294 

 △  157  △  72 

322 221 

711 540 

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額

経 常 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 等 処 分 損

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

（ う ち 支 払 利 息 ）

事 業 費

そ の 他 経 常 費 用

資 産 運 用 費 用

保 険 金 等 支 払 金

（ う ち 保 険 金 ）

（ う ち 年 金 ）

（ う ち 給 付 金 ）

（ う ち 解 約 返 戻 金 ）

（ う ち そ の 他 返 戻 金 ）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

支 払 備 金 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

契約者配当金積立利息繰入額

経 常 費 用

資 産 運 用 収 益

（うち利息及び配当金等収入）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ）

そ の 他 経 常 収 益

期　別

平成２６年度
中間会計期間

平成２７年度
中間会計期間

平成２６年４月　１日から　 平成２７年４月　１日から　

平成２６年９月３０日まで　 平成２７年９月３０日まで　

金額 金額

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

（ う ち 保 険 料 ）
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６．中間株主資本等変動計算書

 平成２６年度中間会計期間(平成２６年４月１日から平成２６年９月３０日まで)
（単位：百万円）

繰越利益
剰余金

当期首残高 20,499 10,499 10,499 3,137 3,137 34,137 4,075 4,075 38,213 

当中間期変動額          

中間純利益 711 711 711 711 

株主資本以外の項
目の当中間期変動
額(純額)

1,246 1,246 1,246 

当中間期変動額合計   711 711 711 1,246 1,246 1,957 

当中間期末残高 20,499 10,499 10,499 3,849 3,849 34,849 5,321 5,321 40,171 

 平成２７年度中間会計期間(平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで)
（単位：百万円）

繰越利益
剰余金

当期首残高 20,499 10,499 10,499 4,223 4,223 35,223 7,008 7,008 42,232 

当中間期変動額

中間純利益 540 540 540 540 

株主資本以外の項
目の当中間期変動
額(純額)

83 83 83 

当中間期変動額合計 540 540 540 83 83 623 

当中間期末残高 20,499 10,499 10,499 4,764 4,764 35,763 7,092 7,092 42,856 

評価・換算差額等 純資産
合計

資本金 資　本　剰　余　金 利 益 剰 余 金 株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

評価・換
算差額等
合計

資本準備金 資本剰余金
合計

その他利益剰余金 利益剰余金
合計

株　　　　　　主　　　　　　資　　　　　　本

その他利益剰余金 利益剰余金
合計

株　　　　　　主　　　　　　資　　　　　　本

評価・換算差額等 純資産
合計

資本金 資　本　剰　余　金 利 益 剰 余 金 株主資本
合計

その他有
価証券評
価差額金

評価・換
算差額等
合計

資本準備金 資本剰余金
合計
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注記事項 

 

（中間貸借対照表関係） 

平成２７年度中間会計期間末 

１．会計方針に関する事項 

(1)有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、「保険業におけ

る「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平成 12年 11月 16日 日本公認会

計士協会業種別監査委員会報告第 21 号）に基づく責任準備金対応債券については移動平均法による償却原

価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては 9月末日の市場価格等に基づく時価法（売

却原価の算定は移動平均法）、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、取得差額が

金利調整差額と認められる公社債（外国債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法）、

それ以外の有価証券については移動平均法による原価法によっております。なお、その他有価証券の評価差

額については、全部純資産直入法により処理しております。 

 

(2)有形固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産の減価償却の方法は、次の方法により年間見積額を期間により按分し計上しております。なお、

リース資産の残高はありません。 

・有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法（ただし、建物（附属設備、構築物を除く）については定額法）を採用しております。 

なお、有形固定資産のうち取得価額が 10 万円以上 20 万円未満のものについては、3 年間で均等償却を行っ

ております。 

 

(3)無形固定資産の減価償却の方法 

無形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。 

①ソフトウェア 

利用可能期間に基づく定額法によっております。 

②リース資産 

リース期間に基づく定額法によっております。 

 

(4)引当金の計上方法 

①貸倒引当金 

貸倒引当金は、資産の自己査定基準及び償却・引当基準に則り、個別に債務者の支払能力を総合的に判断

し必要と認める額を計上しております。すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産

査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて

引当を行っております。 

 

②退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、自己都合退職による期末要支給額を退職給付債務と

して計上しております。 

 

(5)価格変動準備金の計上方法 

価格変動準備金は、保険業法第 115条の規定に準じて算出した額を計上しております。 

 

(6)消費税等の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対象外消費税等

のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し 5 年間で均等償却し、繰延消費税等以外

のものについては、当中間期に費用処理しております。 

 

(7)責任準備金の積立方法 

責任準備金は、保険業法第 116 条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により計

算しております。 

①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成 8年大蔵省告示第 48号） 

②標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式  
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（中間貸借対照表関係） 

平成２７年度中間会計期間末 

(8)責任準備金対応債券 

個人保険・個人年金保険に設定した小区分（保険種類・資産運用方針等により設定）に対応した債券のう

ち、負債に応じたデュレーションのコントロールを図る目的で保有するものについて、「保険業における「責

任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平成 12 年 11 月 16 日 日本公認会計士

協会業種別監査委員会報告第 21号）に基づき、責任準備金対応債券に区分しております。 

なお、当中間期より、ＡＬＭ運用の更なる高度化を図る目的で、5年ごと利差配当付一時払終身保険を対象

とする小区分を新設しております。この変更による貸借対照表及び損益計算書への影響はありません。 

 

２．主な金融資産及び金融負債に係る貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。 

                                     （単位：百万円） 

  貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

現金及び預貯金 55,932 55,932 ― 

 有価証券として取扱わない現金及び預貯金 55,932 55,932 ― 

有価証券 1,733,136 1,869,238 136,101 

 満期保有目的の債券 

責任準備金対応債券 

その他有価証券 

467,148 

961,912 

304,075 

528,394 

1,036,769 

304,075 

61,245 

74,856 

― 

貸付金 3,335 3,335 △ 0 

 保険約款貸付 3,335 3,335 △ 0 

(1)現金及び預貯金（「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10号）に基づく有価証券として取扱うも

のを除く） 

現金及び預貯金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ております。 

 

(2)有価証券（預貯金のうち「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号）に基づく有価証券として

取扱うものを含む） 

  ・市場価格のある有価証券 

    9月末日の市場価格等によっております。 

  ・市場価格のない有価証券 

主に情報ベンダー、取引先金融機関から提示された価格等、合理的に算定された価格によっておりま

す。 

 

(3)貸付金 

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けておらず、返済

見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価

としております。 

なお、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する貸付金については、直接減額前の帳簿価額から貸倒見

積高を控除した額を時価としております。 

 

３．貸付金のうち、破綻先債権額は 5百万円であります。なお、延滞債権額、3ヵ月以上延滞債権額及び貸付条件

緩和債権額はありません。 

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の

取立て又は弁済の見込がないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸倒償却を行った部分を除く。）

のうち、法人税法施行令（昭和 40年政令第 97号）第 96条第 1項第 3号のイからホまでに掲げる事由又は同

項第 4号に規定する事由が生じている貸付金であります。 
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（中間貸借対照表関係） 

平成２７年度中間会計期間末 

 
４．契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

当期首現在高           707百万円 

当中間期契約者配当金支払額     381百万円 

利息による増加等           0百万円 

契約者配当準備金繰入額      239百万円 

当中間期末現在高          565百万円 

 

５．保険業法施行規則第 71条第 1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備

金」という。）の金額は 19百万円であります。 

 

６．保険業法第 259 条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後の負担見

積額は 2,094百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。 
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注記事項 

 

（中間損益計算書関係） 

平成２７年度中間会計期間 

 

１．有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券 27百万円であります。 

 

２．責任準備金繰入額の計算上、足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は 1百万円であります。 

 

３．利息及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。 

   有価証券利息・配当金    11,962百万円 

   貸 付 金 利 息      59百万円 

        計        12,022百万円 

 

４．１株当たりの中間純利益は 977円 24銭であります。 
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注記事項 

 

（中間株主資本等変動計算書関係） 

平成２７年度中間会計期間 

 
 
発行済株式の種類及び総数に関する事項 

(単位：千株) 

 当期首 

株式数 

当中間期  

増加株式数 

当中間期 

減少株式数 

当中間期末 

株式数 

発行済株式     

普通株式 552 － － 552 

合計 552 － － 552 
 

 

 



７．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

1,394    1,212    

143    27    

金銭の信託運用益 -    -    

売買目的有価証券運用益 -    -    

有価証券売却益 143    27    

金融派生商品収益 -    -    

為替差益 -    -    

その他キャピタル収益 -    -    

-    -    

金銭の信託運用損 -    -    

売買目的有価証券運用損 -    -    

有価証券売却損 -    -    

有価証券評価損 -    -    

金融派生商品費用 -    -    

為替差損 -    -    

その他キャピタル費用 -    -    

143    27    

1,538    1,240    

-    -    

再保険収入 -    -    

危険準備金戻入額 -    -    

個別貸倒引当金戻入額 -    -    
その他臨時収益 -    -    

75    65    

再保険料 -    -    

危険準備金繰入額 75    65    

個別貸倒引当金繰入額 0    0    

特定海外債権引当勘定繰入額 -    -    

貸付金償却 -    -    
その他臨時費用 -    -    

 △  75     △  65    

1,462    1,174    

平成２６年度
第２四半期(上半期)

平成２７年度
第２四半期(上半期)

基礎利益　　　　        　　　　Ａ

キャピタル収益

臨時費用

臨時損益　　　            　　 Ｃ

経常利益　　       　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ

キャピタル費用

キャピタル損益　　　 　　　     Ｂ

キャピタル損益含み基礎利益  Ａ＋Ｂ

臨時収益
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８．債務者区分による債権の状況
（単位：百万円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 4 6 

危険債権 0 0 

要管理債権 - - 

5 6 

（ 0.15 ） （ 0.19 ）

3,436 3,374 

3,441 3,381 

（注） １．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て
　　等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に
　　従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
３．要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上延滞貸付金とは、
　　元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権
　　を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の
　　支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に
　　掲げる債権並びに３カ月以上延滞貸付金を除く。）です。
４．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権
　　以外のものに区分される債権です。

９．リスク管理債権の状況
（単位：百万円、％）

4 5 

0 - 

- - 

- - 

合計 4 5 

（ 0.15 ） （ 0.18 ）

（注） １．破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息
　　の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計上貸付金）の
　　うち、会社更生法、民事再生法、破産法、会社法等による手続き申立てにより法的倒産となった債務者、又は
　　手形交換所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申
　　立てがあった債務者に対する貸付金です。
２．延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図る
　　ことを目的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。
３．３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３カ月以上遅延しているもので、破綻
　　先債権、延滞債権に該当しない貸付金です。
４．貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、
　　元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権及び
　　３カ月以上延滞債権に該当しない貸付金です。

３ヵ月以上延滞債権額

貸付条件緩和債権額

（貸付残高に対する比率）

合計

区　　　分 平成２６年度末
平成２７年度

第２四半期（上半期）末

破綻先債権額

延滞債権額

区　　　分 平成２６年度末
平成２７年度

第２四半期（上半期）末

小計

（対合計比）

正常債権
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１０．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

35,223    35,761    

8,643    8,815    

1,893    1,959    

0    0    

8,812    8,925    

-    -    

2,274    2,337    

-    -    

-    -    

-    -    

1,745    1,969    

保険リスク相当額 Ｒ1 606    611    

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 114    112    

予定利率リスク相当額 Ｒ2 384    389    

最低保証リスク相当額 Ｒ7 -    -    

資産運用リスク相当額 Ｒ3 18,199    18,807    

経営管理リスク相当額 Ｒ4 386    398    

（注）

１１．特別勘定の状況

該当ありません。

１２．保険会社及びその子会社等の状況

該当ありません。

上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条及び平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。

18,984    19,608    

ソルベンシー・マージン比率

617.2%    609.6%    　　　　　    （Ａ）
　　    （１／２）×（Ｂ）

リスクの合計額 （Ｂ）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達
手段等のうち、マージンに算入されない額

控除項目

その他

土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％）

項　　　目 平成２６年度末
平成２７年度

第２四半期（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 58,593    59,770    

資本金等

価格変動準備金

危険準備金

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額×９０％（マイナスの場合１００％）

4

2

732

2

81 )()( RRRRRR 

×１００ 
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